
ご自身の健康をもう一歩知っていただくために。
採血時にオプション分を追加採取し、さらに詳しく検査します。

※ご加入の健康保険組合により、補助が出る場合やコース内容が異なることがございます。

臓器がん（肝臓・膵臓等）・卵巣がん・前立腺がんなどが気になる方におすすめします。
2 種・3 種・4 種・5 種セットは、一つ一つ受けられるより料金をお得に設定させて
いただきました。

男性用

女性用

女性用

女性用

肝臓・膵臓・肺がん 腫瘍マーカー3種①

肝臓・膵臓・肺がん+前立腺がん 腫瘍マーカー4種②

卵巣・子宮・乳房がん 腫瘍マーカー2種

肝臓・膵臓・肺がん+卵巣・子宮 腫瘍マーカー4種

肝臓・膵臓・肺がん+卵巣・子宮・乳房

※セットの内容は、上記に限らせていただきます。個別の腫瘍マーカー検査をご希望の方は別途ご相談ください。

腫瘍マーカー5種

③

④

⑤

￥4,180

￥5,720

￥3,630

￥5,720

￥7,260

気になる疾病番号 検査名 金額（税10％含）

（AFP 精密・CA19-9・シフラ21-1）

（AFP 精密・CA19-9・シフラ21-1・CA125）

（AFP 精密・CA19-9・シフラ21-1・CA125・CA15-3）

（CA125・CA15-3）

（AFP 精密・CA19-9・シフラ21-1・PSA）

当日申込可人間ドック用

※各種ドックコース・年齢によってコース内に含む場合がありますので、しおりに記載の項目表をご参照ください。

※注意　腫瘍マーカーはがん診断に補助的に使用するものです。がん細胞が生み出す特殊な物質（腫瘍マーカー）を血液中から見つけ出すことで、がんの存在を調べます。ただし、
がんがなくても数値が基準値を外れることやがんがあっても数値が上昇しない場合があり、血液検査だけで全てが分かるわけではありません。また、PSA以外の腫瘍マーカーによる
がんの早期発見は困難です。画像診断検査等と併せて検査されることをおすすめします。妊娠や生理中は検査値が変動しやすく、特に「卵巣がん（CA125）」「肝臓がん（AFP）」検
査は値が高値になる可能性があります。数値が異常の場合、精密検査を受けて診断していくことになります。

検
査
項
目
一
覧

AFP 肝炎や肝硬変、肝がん等をチェックします。

CA19-9 膵がんや胆のう、胆管がん等をチェックします。

シフラ21-1 肺がん等をチェックします。

検査項目 検査内容 
PSA（男性のみ） 前立腺がんをチェックします。

CA125（女性のみ） 子宮がん、卵巣がん等をチェックします。

CA15-3（女性のみ）乳がん等をチェックします。

検査項目 検査内容 

2

腫瘍マーカー1 臓器がんが気になる方

骨量が気になる方

骨吸収マーカーを測定し、骨密度が低下している可能性を
チェックします。
骨は30代から弱くなりはじめ、放置すると骨折のリスクが
高まるので注意が必要です。

検査名 TRACP-5b
骨吸収マーカー

￥2,200 （税10％含）

血液検査
オプションメニューのご案内

骨粗しょう症



￥2,090

￥2,090

ペプシノーゲン胃炎

①

②

気になる疾病番号 検査名 金額（税10％含）

ヘリコバクターピロリ抗体胃炎・胃潰瘍

オプション
検査の
お申込み ➡

人間ドックの
日程変更・
キャンセル➡

※スペシャルドック・デラックスドックはコース内に含みます。

※総合ドック・一泊ドック・スペシャルドック・
　デラックスドックはコース内に含みます。

5 胃・十二指腸が気になる方

3 脂肪肝が気になる方

6 肝炎感染･C型肝炎が気になる方

7 甲状腺疾患が気になる方

4 動脈硬化が気になる方

胃がん、胃・十二指腸潰瘍の原因となる細菌で、細菌感染の有無を調べます。
※過去の検査においてヘリコバクターピロリ抗体が陽性の方、または除菌療法をされた方は、検査の申し込みは必要ありません。

胃がんの要因となる胃粘膜萎縮の状態を調べる検査です。
陽性であれば胃粘膜萎縮があると推測され、胃がんが発生しやすい状態にあるといえます。
※結果に異常がなくても必ずしも、がんがないという訳ではありません。画像診断検査等と同時実施をおすすめします。

様式 セN114　　25.02.25,000  8.7 TS

脂肪肝・肝硬変・肝がん

心筋梗塞・狭心症などの動脈硬化

萎縮性胃炎・胃潰瘍

肝炎ウイルス

甲状腺機能

肝線維化マーカー検査で肝臓の肝線維化を調べます。肥満、アルコール、
慢性肝炎などの炎症により肝細胞は破壊されます。肝細胞の炎症破壊
が続くと線維化します。更に「肝線維化」が進むと肝硬変へ進行したり、
肝がんが発生しやすくなります。肝線維化が進むと高値になります。

検査名 M2BPGi
肝線維化マーカー

悪玉コレステロール（LDL）の中でも特に動脈硬化を促進するといわれ
ている超悪玉コレステロール（sdLDL）を調べます。通常の悪玉コレステ
ロール（LDL）が低い場合でも超悪玉コレステロール（sdLDL）が高けれ
ば心筋梗塞や狭心症といった疾患の発症リスクが高くなります。

検査名 sdLDLコレステロール
（超悪玉コレステロール）

慢性化すると肝細胞がんになることもあります。
肝機能異常と指摘されたことのある方におすすめします。

検査名 HCV抗体

TSH（甲状腺刺激ホルモン）
甲状腺刺激ホルモンの血中濃度を測定し、甲状腺機能の評価を行いま
す。高値は甲状腺の機能低下を示し、低値は機能亢進を示します。

F-T4（遊離サイロキシン）
甲状腺ホルモンの中で、実際に機能を左右するホルモンです。TSH（甲
状腺刺激ホルモン）と同時に検査することで、甲状腺機能が更に詳しく
チェックできます。

検査名 TSH･F‒T4

￥2,200 （税10％含）

￥4,400 （税10％含）

￥1,650 （税10％含）

￥4,180 （税10％含）


